












  『風立ちぬ』 （野田書房
 
一九三八・四）は、 「生」と「死」と「愛」
を主題とする小説として読まれてきた。谷田昌平は「 「死」の意識にうらづけられた 「生」 の充実とし 課題が提出されている」
１
、 「 「死」
を超えて存在し、 「死」を超えて輝く永遠の「生」を、愛のいとなみの中で結実させ、同時に 死 という運命より以上の「生」を結実させた愛を高揚 ようとした 「 「死」を共有する現実からの出発によって、そこに「運命 り以上のもの」としての実在 が蘇生し、永遠の日々が展開される」
２
と述べている。この発想が長
く『風立ちぬ』 作品理解 導してき 。
 
 
これに対し、 「従来、 『風立ちぬ』は、 「死」ばかりが強調されてき
た」 として、 節子の 「 〈普通〉 に 「生」 ようとした姿」 に注目し、 「生」きる意志、姿勢が描かれて」いるとする西原千博氏
３
や、 「 『風立ち
ぬ』は、婚約者を失った「私 が喪失を乗り越え 、 「風立ちぬ、いざ生きめやも と再び生きることを決意するに至る物語などではな
く、むしろ二人の幸福な愛の生活において、 「風立ちぬ、いざ生きめやも」という気分を抱えていた「私」が、生の追求も幸福の追求もやめることで、かえって存在の意義、生の充足を得る物語ではない
 



















































































































Je ne concevais pas une existence si séparée, des hivers 
éternels dans un tel abus d'intim
ité avec le silence, tant de 
liberté offerte à vos songes, aux esprits essentiels et trop 
concentrés qui sont dans les livres, aux génies inconstants 













aria Rilke l'évolution spirituelle du 













Après beaucoup de tem
ps perdu involontairem
ent, je dois 
m
'enferm
er ici avec m











ine et d'où il jette son défi au tem
ps et à 
la m





e tiennent un peu com
m
































































































時間といふものが、私には異様に ら た 私の心の裡の
処かしらに、お前から引き離されてゐるのはただ一時的だと云つた確信のやうなものがあつて、そのためかうし 時間の推移までが、私には今までとは全然異つた意味を持つやうになり出したの あらうか？
 













上、時間からの脱却によって得られる幸福 、本質的 永続的なものたり得ない。 「私」は 或る夕暮」 、 「 のあたりの山だの丘だの松林だ 山畑だのが、半ば鮮かな茜色を帯びながら、半ばまだ不確かなやうな鼠色に徐徐に侵され出してゐ を うつとりとして眺め」 、「ずつと後になつて、 つかこの美 い夕暮が私の心に蘇つて来るやうなことがあつ ら、私はこれに
私の幸福そのものの完全な絵を





















































をしたい。この効果を得るために、私は小説家を仕立 上げて作品の中心に置く。本の主題は、現実が彼に提供するものと、彼がそこから作り出そうとするこ の間 闘争だ。
 










LaPoésie autrichienne de 
H
ofm
ansthal à Rilke( Les presses universitaires de france, 1926 )
で次のように述べる。
 
Elle travaillait cependant à m
ûri en elle une âm
e forte et 
libre, quand est survenu du dehors et sans qu'elle l'ait 
désiré, cet autre labeur m
aternité. Elle a su tout de suite 
que c'éait sa m
ort qu'elle nourrissait en elle, et l'a acceptée 
avec douceur,... L'abandon infini de la fem
m
e à son destin 
rencontre le vouloir raide et fiévreux de l'hom
m
e. Elle est 
soum
ise ou brisée. Elle en peut m
ourir, m
ais sans révolte, 




























é, parce que la vie est 
plus grande que le destin. Son don d’elle-m
êm
e peut être 





















































節子の死から一年余りを経て、 「私」 は日記を再開する。 そこで 「私」

































女々しい心 何か後悔に似たものをはげしく感じ てい が、 「レクイエム」自体では「郷愁」を抱いている「お前」が批判されている。詩篇は
 daß du von deiner Ew
igkeit ein Stück  
verlierst und hier hereintrittst, Freundin, hier,  
w













折を、 「私」は如何に克服するの という課題が残さ ている。
 
 「レクイエム」から引用されているのは詩篇のごく一部とはいえ、







C'était la seule m
ort qui restât douloureuse pour Rilke ; 
Paula seule continuait à le visiter, com
m
e si elle voulait 
lui confier une m










avaitessayé de résoudre le conflit tragique de la fem
m
e 
quedéchirent le désir d'être fem
m
e et celui de créer 
uneœ
uvre  
















o ist eine alte Feindschaft  
zw
ischen dem
 Leben und der großen Arbeit.  
D
















「序曲」で「私」がこの詩句を眩 た時、 「不意に、どこから もなく」立った風は、絵の画架を倒して る。つまり二人は生の直中にあった。 一方、 死 かげ 谷 にお て、 神父と 対話の場面では、二人は「風の強さう しかし冬らしく明る 空を眺め 「こんな鳩しい空は、かういふ風のある寒い日でなければ見られませんですね」との神父の言葉に「私」は「その言葉だ は妙に私の心にも触れてくるのを感じ」る。そして「レクイエム」を読み生への認職を新たにした後、小屋の外に立って「此処だけは、谷の向う側はあんなにも風がざわめいてゐるといふのに、本当に静かだこと」と気付く。
 
渡部氏は 「風は 「私」 のまわりには起らない」 ことに着目して 「私」
が「 「風立ちぬ、いざ生きめやも という生の探求者 発するスローガンを完全に手放 」 たものと解して る。 しかしこの場面で 「 」が「風」 否定していると捉えられようか。神父との対話も考え合
わせればここでの「私」は、 「風」から距離を保ち、 「風」の吹くさまを静かに見つめる地点に立っている、と理解できよう。自分たちが身を置く生の直中から距離を置い 、その現実を客観的に捉えること、それは、 「私」が当初目論んでいた、自分の実生活と一定の相似形は持ちつつも そこから離れて自己の理念に基づいた虚構を制作しよう した姿勢の暗喩といえ 。
 
節子の幻像を求め続けた誤りに「レクイエム」によって気付かさ









                                        
 















二〇〇八・十一） 所収 「 『風
立ちぬ』―一つの転換点、あるいはアンドレ・ジッドの「背徳者」的死生観との決別―」
 
５
『堀辰雄の世界』 （桜楓社
 
一九七二・十一）所収「 「風立ちぬ」
の構成的性格」
 
６
『堀辰雄の世界』 （一九七二・十一）所収「 『風立ちぬ』―支配の
構造―」
 
７
注二に同じ
 
８
注三に同じ
 
９
注四に同じ
 
